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                   伽（F（κ））！（κ）
   で与えられる．F（κ）と！（κ）はそれぞれ標準正規分布の分布関数と確率密度関数である．
 （ii）得られた正規乱数を歪ませる方法：これは乱数として
                     ξ力（κ）
   を使う方法である．この乱数の確率密度関数は
                   ！（9力（κ））9名（κ）
   で与えられる．
 ここでは，扱いが簡単た2番目の方式をとることにした．g力（κ）としては，下の（2．1）式で定義される
ものを用いた．
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                    1
                  γ＝7
                  δ二s．t．   伽（O）＝O
と置いたものである．ん（κ）は，
 （2．3）            々”（κ）＝一価e■βκ
の2階積分として得られる関数である．








    AICの値（位置パラメータの推定値）Case
    ガウス分布モデル 準ガウス分布モデル
37．5（一0．4）   39．2（一0．4）
56．8  （0．5）      53．4 （一0．3）
                玖珠川水系の流量解析
                                    荒 畑 恵美子
 九州にある玖珠川水系の流量解析を行なった．ダムの制御を行なう目的は貯留量を一定に保つことに
ある．それには，流入量と流出量を知ることである．流出量はゲートの開閉で知ることが出来るが，流
入量はわからない．流入量の中でも残流量が，よくわからない．そこで，残流量を推定することが重要
にたる．それには，次のようにした．
 各時点で，各々のダム貯水池での流量の入・出力関係をモデル化した．未知の部分の挙動を表現する
ために，状態方程式に2階の階差のスムースネス・フライヤを用いた．また，観測データの姑・ところ
は，2階の階差がOであるというダミー・データを観測方程式に加えた．モデルを状態空間表現し，カル
マン・フィルタを用いて計算した．構造パラメータの値の決定は，各河川における予測流量が常識に反
しないように考慮した上で，試行錯誤的に行なわれた．ある期間のデータにあてはめた構造パラメータ
の値を用いて，他の期間のデータにも適用出来ることがわかった．既存の方法で推定したのより良い結
果を得た．これは，統計数理研究所，九州電機製造株式会社，大阪大学との共同研究の一部分である．
